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80 cmの畝間カルチベータを25.3 kWと37.3 kWの中型トラクタに装着した場合、圃場作業効率は0.3 ha/hとな
り、サトウキビ残渣を土壌中に混入させることができる強い土壌撹拌性能を有することを示した。また、機械
的エネルギー消費量は2,642 MJ/ha、サトウキビのカロリーベースでのエネルギーと比較した場合のEPRは11.


















               審   査   の   要   旨 
 
 本研究は、タイ王国での小規模農家が利用可能な二輪トラクタ用動力代掻き、半装軌式トラクタ、畝間カル
チベータ、オイルパーム果房収穫機を対象とした農業機械の設計と開発であり、作業幅、損益分岐点、エネル
ギー消費とEPRによって、それぞれの評価を行ったものである。これらの開発された農業機械は、従来の農業
機械の性能を大きく向上させ、タイ王国での農業機械化を促進させる技術として、専門的農家により高く評価
された。以上から、本論文は、高い学術的価値と実用的価値を有し、博士論文としてふさわしい内容であると
判断される。 
 平成30年1月12日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び学力の確認を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
